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昭和南海地震 80 年

　－記録が語る過去、科学が解く仕組みと備え－

7 18 8 30月 日 月 日
（土） （日）

●時　 間 ： 9:30 ～ 17:00 ( 展示場の入場は 16:30 まで )

●場　 所 ：大阪市立科学館 展示場１階 「みんなのサイエンス ・ ラボ」

●観覧料 ：展示場観覧料でご覧いただけます。

　　　　　　　 大人 400 円／学生 ( 高校 ・大学 ) 300 円

　　　　　　　 中学生以下無料

●主　 催 ：大阪管区気象台、 大阪市立科学館

大阪管区気象台

企画展

202
6年



南海トラフ地震は、静岡県沖（駿河湾）から九州沖（日向灘）にかけての

プレート境界を震源域としておよそ 100 ～ 150 年間隔で繰り返し発生して

きた大規模地震です。甚大な被害が発生した昭和南海地震から、2026 年で

80 年になるため、次の南海トラフ地震はいつ起きてもおかしくありません。

日本は地震が多い国。地震の原理を学び、備えましょう！

今から約 30年前の 1995 年１月
17 日に発生した阪神・淡路
大震災（兵庫県南部地震）は、
神戸や淡路島を中心に甚大な
被害をもたらしました。

3D メガネで南
海トラフの

海底地形を見
てみよう！

南海トラフは、静岡県沖（駿河湾）から九州沖
（日向灘）まで続く、「海の底にある大きなみぞ」
です。深さは 3,500m～ 4,000mほどあり、
              　日本一の富士山（3,776m）が丸ごと
                   入るくらいの深さです。3Dメガネで
                              感じてみましょう。

この地震を起こした
原因の一つに「野島
    断層」があります。
野島断層の断面を撮影
したパネルを背景に
写真を撮りましょう。

地震が起こる
原因となる

「断層」を感
じよう！

南海トラフ地
震の

調査記録
戦争中の昭和 19年 12 月 7日と、
戦後すぐの昭和 21年 12 月 21 日、
          2 年の間をおいて発生した
         昭和の南海トラフ地震の調査
         記録です。
             今後の地震に備えるための
             貴重な記録です。

震  度  計
震度は、地面の揺れの強さの程度を示す指標です。かつては観測者の
体感や器物・建造物等の周囲の状況から観測されていましたが、震度
                                                                                                計の導入により、地震
                                                                                                発生から震度速報を発
                                                                                                表するまでの時間が大
                                                                                                幅に短縮されました。

                                                              申し込み方法等詳細は、科学館公式ホームページをご覧ください。

関連出前講座
（小学生向け） 8 月 6日 ( 木 )・8月 14 日 ( 金 )　

「どう逃げる？南海トラフ地震が起こったら」 もし南海トラフで巨大な地震が
起こったら津波からどう逃げるのか？
地図を使って、みんなで一緒に
考えてみましょう！

写真提供：北淡震災記念公園野島断層保存館

7/21（火）、 （火）9/1 （ は開館）、 、8/107/20


